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第 2 学年 A 組 数学科学習指導案 

平成 30 年 6 月 19 日（火）第 5 校時 

場所 2 年 A 組教室 

 

 

1．単元名   「式の計算」  

 

2．単元の目標 

文字を用いた式を活用することのよさを実感し，それを用いて数量や数量の間の関係を的確に表現し，説

明しようとする能力や態度を養う。また，いくつかの文字を含む四則計算ができるようにする。そのために， 

ア．文字を用いた式に関するいろいろな用語の意味を理解し，それが正しく使えるようにする。 

イ．簡単な単項式，多項式での加法，減法，及び単項式どうしの乗法，除法の計算ができるようにす

る。 

ウ．文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明することを理解できるようにする。 

エ．目的に応じて簡単な等式を変形できるようにする。 

 

3．指導について(指導観) 

a．数学的考察(11)(12)(13) 

 ・文字，記号について 

 代数学では，個別的に数を取り扱うほかに，数の個性ではなく，それらの間の関係を考察の対象とす

る。そのために，数の個性を取り去ってそれを文字，あるいは記号で代用して演算を行う。さらに数の

みでなく，ひろく我々の考察の対象を文字，記号で表すのである。その利点で主なものは， 

 1,表した結果が一般性を持つこと， 

 2,筋道が明らかになり，推論が容易になること， 

 3,文字，記号は抽象的なものを具体化する働きを持っていて，各要素間の関係を具体化し，直観的に

すること。 

 4，文字は思
し

惟
ゆい

の対象物を代表するが，逆に思惟の動向を指導する働きを持って形式の普遍化，形式不

易の原理の確立，数概念の拡張等も容易になること， 

である。 

 

・文字を含む式について 

 2 数を 2+3 の和のように個別的に表す場合，その結果を 2+3＝5 と求めることはできるが，5 は 1+4，

6－1 などいろいろな運算
うんざん

の結果得られる。 a +b と表す場合，それ以上の計算はできないが，それは

あくまでも aと bとの値に応じて常に結果を計算できることから一般的であり，簡明である。「2 数の

和が aで，差が bであるような 2 数は何か。」という問題は，「x＋y＝a，x－y＝bより，x，yを求め

よ。」という問題に翻訳され，これから， x＝
2

ba 
，y＝

2

ba 
が得られる。即ち，求める不明の数を

文字で表し，あたかも既知であるかのごとく取り扱って問題の数関係を表す。そうすることによって，

問題の意味が鮮明になるし，また得た結果の法則性も明瞭に見て取ることができる。このように，言葉
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を数字，文字，記号を用いて表したものを式，一般に成立する法則を表した式を公式という。 

 

・代数式について 

 xを文字または変数とするとき，f( x)＝a0＋a1 x＋a2 x
2＋…＋a n x 

n の形の式を xに関する 1 変

数多項式又は整式という。ここで各 aiは数を表していると見るのである。aiを x
iの係数といい，各 aix

i

を 1 つの項という。特に，a0は定数項と呼ばれる。すべての ai∈ℂ，ℝ, ℚ，ℤ に従い，f(x)を複素，実，

有理，整係数多項式という。a n≠ 0のとき，f(x)の xに関する次数は nであるという。1 つの項から

なる f(x)を単項式という。多項式はいくつかの単項式の和である。一般に整式は加法，減法，乗法に

ついて閉じているが，除法については閉じていない。整式の除法については，分数式を生むことになる。 

 

・式の変形について 

式の変形にはいろいろあるが、それはすべて加法、乗法についての交換法則、結合法則、分配法則に

基づいている。同類項をまとめるのも１つの変形である。要するに，今何が要求されているか，われわ

れの今の目的は何であるのかを明確に意識した上で，その要求，目的に適合した式の変形を行わなけれ

ばならない。 

   

以上から，次の 2 点を考察として取り上げる。 

  1 つ目は，文字に関する有用性についてである。利点として 4 点挙げているが，文字の役割という視点

からみると一般性に着目した｢プレースホルダーや変数として使われる文字｣という側面と，具体化･特殊

化に着目した「定数や未知数として使われる文字」という側面の 2 通りに分類できると考えられる。本単

元「式の計算」では，後者に特化されがちであるが，本授業では特に比較検討場面において，前者の「プ

レースホルダーや変数として使われる」という側面に着目することも重視する。 

  2 つ目は，等式の変形についてである。関係を表す式を、等式の性質を用いて目的に合うようにする同

値変形するが、その中に潜む数や文字を言葉の式によむことを指導しなければならないと考えられる。本

授業では，数や図形の性質が成り立つことを示す際、数量を表す式を目的に応じて、加法、乗法について

の交換法則、結合法則、分配法則を利用して変形できることを目指すものとする。また、1つの整式に特

化せずに生徒各々が思考し，表現した整式の意味を言葉の式で捉えることも重視する。 

   

b．数学教育的考察 

・内容についての考察(23)(28)(30) 

小学校から高等学校までの式の計算に関連する内容の構成を単元の系統図を利用し，図 1 のように整理

する。 

本稿｢2．単元の目標｣にあるように，本単元では次の 2 点を指導のねらいとしている。 

・いくつかの文字を含む整式の四則計算ができるようにすること 

 ・具体的な事象の中に数量の関係を見い出し、それを文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取った

りする能力を養うこと 

1 つ目は，文字を含む整式の四則計算ができることである。文字を含む整式で使われる数の計算は、正

の数の範囲では、整数は小学校第 4 学年までに，小数や分数は小学校第 3 学年から学習し、小学校第 6

学年で完了する。負の数に範囲に広げられるのは中学校第 1 学年の｢正の数・負の数｣の単元である。一方，  
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図 1：小学校から高等学校までの式の計算に関連する内容の構成を単元の系統図 

 

文字を含む整式で使われる文字の計算は、小学校の算数において指定された計算をするだけでなく、□に当

てはまる数を求めるという逆算的な計算を学び、中学校第 1 学年で、文字の式について文字を用いることの

必要性と意味，一次式の加法と減法の計算や文字を用いた式に表すことを学習してきている。また，上記系

統図に示されてないが，中学校第 1 学年の一次方程式では等式の中に文字（未知数）があり、その文字の値

を求めることを知り，一次方程式を等式の性質や移項の考え方を利用して解くことも学習しており，文字を

含む方程式及び等式についての扱いを生徒は既知としている。以上を踏まえ，中学校第 2 学年では、それら

をふまえて簡単な整式の加減及び単項式の乗除の計算について学習する。これらのことから，第 2 学年の指

導においては、第 1 学年で学習した式の計算と関連付けながら、2 つの文字を含む整式の計算方法を考えた

り、複数の方法で計算したりすることを活動の中に入れることが大切であると考える。そして、これらを踏

まえ中学校第 3 学年の式の展開と因数分解を学習することになる。単項式と多項式の乗法と除法の計算を学

習した後，式の展開と因数分解につなげ中学校における代数式に関わる学習は終了する。1 変数多項式，即

ち，整式の扱いについて単に公式の理解と適用の範囲にとどめずに，一般に整式は加法，減法，乗法につい

て閉じているが除法については閉じていないことを一部示唆することは，今後の整式計算の拡張にもつなが

っていくので、第 3 学年では確実に指導していきたいと考えている。 

2 つ目は，目的に応じて式を変形したりその意味を読み取ったりできるようにすることである。この点に

ついては，中学校第 2 学年において文字を用いた式で表したりよみ取ったりすることや目的に応じた式変形

小学校 1～6 年 

・整数の意味と表し方(1 年) 

・整数の加･減(1 年) 

・整数の乗法(2 年) 

・整数の除法(3 年) 

・小数(3 年) 

・分数(3 年) 

・およその数(4 年) 

・整数の四則計算の定着と活用 

(4 年) 

・小数の計算(4 年) 

・分数の計算(4 年) 

・整数の性質(5 年) 

・整数と小数の記数法(5 年) 

・小数や分数の四則計算の定着 

と活用(6 年) 

・a, xなどの文字を用いた式 

(6 年) 

中学校 1 年 

第 1 章 正の数・負の数 

・正の数と負の数の必要性と意 

 味 

・正の数の負の数の四則計算 

 

第 2 章 文字の式 

・文字を用いることの必要性と

意味 

・一次式の加法と減法の計算 

・文字を用いた式に表すこと 

中学校 2 年 

第 1 章 式の計算 

・簡単な整式の加減及び単項

式の乗除の計算 

・文字を用いた式で表したり

読み取ったりすること 

・目的に応じた式変形 

中学校 3 年 

第 2 章 平方根 

第 3 章 二次方程式 

第 4 章 関数 y＝a x
2 

第 7 章 三平方の定理 

高等学校 1～3 年 

・方程式と不等式(数学Ⅰ) 

・二次関数(数学Ⅰ) 

・式の証明(数学Ⅱ) 

・高次方程式(数学 B) 

・図形と方程式(数学Ⅱ) 

中学校 3 年 

第 1 章 式の展開と因数分解 

・単項式と多項式の乗法と除

法の計算 

・簡単な式の展開と因数分解 

･文字を用いた式でとらえ説

明すること 
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について学習する。しかしながら、第 2 学年における「文字を用いた式を使った事象の説明」は、この段階

の生徒にとって難しいことである。生徒が本学習に取り組みやすくするために、まず事象の中から数量の関

係を帰納や類推によって発見的にとらえることからはじめ、次にそれを文字を用いた式を使って一般的に説

明するという 2 段階で学習を進めるものとする。そして、これらを踏まえ中学校第 3 学年の式の展開と因

数分解を学習することになる。単項式と多項式の乗法と除法の計算を学習した後，中学校第 3 学年では、そ

れらをふまえて文字を用いた式の活用について学習する。 

以上から，問題解決において今何が要求されていて，今の目的は何であるのかを明確に意識した｢式表現

⇔式変形⇔式よみ｣を学習することが重要であると考えられる。特に，本授業においては，「式よみ｣に焦点

を当てた授業展開を行う。その理由として，単に問題にある事象を式表現で終了させるのではなく，その式

に込められた意味を考察することで，逆に文字を用いることの必要性を感得させることを目指しているから

である。 

 

 

・方法についての考察(4)(7)(8)(9)(10)(23)(25)(27) 

本校の数学科研究主題は，「数学的に考える資質･能力を育成するための指導法の工夫」である。数学的に考

える資質･能力は、数学的思考力を核(中心)にしたものである。さらに、数学的思考の核(中心)となるものが、

「問題解決(Problem Solving)」である。 

そこで、「問題解決」とは何かを先行研究を基に考察する。問題解決に係る研究は、様々な角度から行われ

てきている。ここでは、予想と問題解決に焦点を当て、Polya(1954)と相馬一彦(2007)の研究を比較し、その

問題点を探り、先行研究の不十分な点を明らかにする。 

Polya(1954)(4)の研究は、問題解決 (Problem Solving) についての多くの研究の基礎となっている。

Polya(1954)は、問題の答えを見つけようとするには、15 項目の問いかけリストを利用するとよいと提唱した。

4 つの区分に分割された問いかけリストの第 2 区分の一部と対応する部分における筆者による訳は、表 2 の通

りである。 

表 2：Polya(1954)の 4 つの区分に分割された問いかけリスト第 2 区分の一部とその和訳 

HOW TO SOLVE IT 

 

Second． Find the connection between the data 

and the unknown. You may be obliged to 

consider auxiliary problems if an immediate 

connection cannot be found. You should obtain 

eventually a plan of the solution. 

 Here is a problem related to yours and solved 

before. Could you use it? Could you use its 

result? Could you use its method? Should you 

introduce some auxiliary element in order to 

make its use possible? 

 

 どのようにして，問題を解くか(問題の解き方) 

 

第 2．与えられているもの(データ)と求めるもの(未

知数)の間の関係を見つけなさい．あなたは，もし

直接の関係が見つからなければ，補助問題を考えな

ければならない．あなたは，最後に解決の計画を獲

得すべきである． 

ここに，あなた自身と関連する以前に解いた問題

がある．あなたは，以前に解いた問題を使ったか？ 

以前に解いた問題の結果を使ったか？ 以前に解

いた問題の解き方を使ったか？ できる限り，以前

に解いた問題を使うために，いくつかの補助的要素

を導入したか？ 

  

 上記表 1 では問いかけリスト第 2 区分に限定した形で着目したが、Polya(1954)によると問いかけリストに



5 

 

は第 1 から第 4 の大きな区分がある。4 つの区分は、次の通りである。｢1，問題を理解する(Understanding 

the problem)｣、｢2,計画を立てる(Devising a plan)｣、｢3,実行する(Carrying out the plan)｣、｢4,ふり返って

みる(Looking back)｣．Polya(1954)は、この 4 つの区分はいずれも重要なものであると述べている。また、

Polya(1954)は、数量に関する問題、図形に関する問題を例に取り上げ、問いかけリストの使い方を説明し

ていることから、この問いかけリストは、学校数学はもちろんのこと、広く数学の問題を対象としているも

のであると考えられる。 

また、問題解決の授業の指導過程においての研究では、相馬一彦(2007)(7)は Polya(1954)の問題解決の過

程や Dewey,J.(1950)(3)の反省的思考を参考にし、実際の授業場面での実践を通して、5 段階の問題解決の授

業の指導過程を構築した(図 3)。なお、その際に比較する上で「説明中心の授業」を取り上げている(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  図 2：「説明中心の授業」(教師の視点で)       図 3：「問題解決の授業」(生徒の視点で) 

 

上記では、「教師の視点」と「生徒の視点」の違いこそあるが、「問題解決の授業」では、「Ⅱ予想」を重

視し、その大切さを説いている。さらに、相馬(2007)が「問題解決の授業」の中で重視している段階である

「Ⅱ予想」の場面において、予想とは見当をつけるにあたり問題の結果や考え方について行うことが示され

ている。 

以上を踏まえ、Polya(1954)の「問いかけリスト」と相馬(2007)の「問題解決の授業」の解決過程を表 3

で比較した。なお、表 3 の段階又は過程における 5 段階は，Dewey(1950)(3)の提唱する反省的思考を基準に

している。 

 

表 3：Polya(1954)の「問いかけリスト」と相馬(2007)の「問題解決の授業」の解決過程の比較 

段階又は過程 Polya,G(1954) の問題解決の過程 
相馬一彦(2007) 

問題解決の授業の指導過程 

ⅰ.問題把握 
1，問題を理解する(Understanding 

the problem) 
Ⅰ，問題の提示(問題を理解する) 

ⅱ.計画 2,計画を立てる(Devising a plan) 
Ⅱ,予想(予想する) 

Ⅲ,課題(課題をつかむ) 

ⅲ.実行 3,実行する(Carrying out the plan) Ⅳ, 課題の解決(課題を解決する) 

「説明中心の授業」(教師の視点で) 

Ⅰ 問題の提示 

 板書やプリント，教科書の問題を提示する． 

 

Ⅱ 自力解決 

 自分なりに考える時間を与える． 

 

Ⅲ 問題の解決 

 できた生徒を指名し，板書や発表により説明をさせた後，教師が

再度説明する．または，生徒には説明させずに教師が説明する． 

「問題解決の授業」(生徒の視点で) 

Ⅰ 問題を理解する 

 提示された問題の意味を理解し，取り組もうとする． 

Ⅱ 予想 

 問題の結果や考え方について見当をつける． 

Ⅲ 課題をつかむ 

 Ⅱで出された「予想」を確かめる過程で，新たな課題に気づく． 

Ⅳ 課題を解決する 

 解決する過程で，新たな知識・技能，見方や考え方を身に付ける． 

Ⅴ 問題の解決 

 解決した課題の結果を活用して，はじめの問題を解決する． 
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ⅳ.解の論理的組織化 
4,ふり返ってみる(Looking back) Ⅴ,問題の解決(問題を解決する) 

ⅴ.検証 

 

以上から、Polya(1954)の「問いかけリスト」と相馬(2007)の「問題解決の授業」に関して、問題解決

の第 2 段階である「計画」場面で、両者の主張の類似点に着目すると次の表 4 のように整理することが

できる。 

 

表 4：問題解決の第 2 段階である「計画」場面 

研究者 問題解決の第 2 段階である「計画」場面について 

Polya(1954) 

計画を立てる(Devising a plan)において， 

「以前に解いた問題の結果を使ったか？ 以前に解いた問題の解き方を使った

か？」と思考することは，問題解決に有効である． 

相馬(2007) 

計画を立てる際において， 

予想することが大切であり，予想とは問題の結果や考え方について見当をつけ

ることである． 

 

上記表 4 から問題解決の第 2 段階である「計画」場面においては、問題の結果や解き方、その考え方に

着目することは、思考する上で有効である可能性が高いことがわかる。 

ところで、問題(学習問題)と課題(学習課題)の違いにはさまざまな立場があるが、新井仁(2012)(25)は，次

のように述べている。 

 

「問題」…授業において解決する対象となる内容． 

「課題」…問題に対する解決方法の見通しや結果の予想に基づいて， 

追求の前に捉える内容．要するに，「問題」は教師が提示 

するもの，「課題」は生徒の意見などに基づいて明文化し， 

板書するもの．                 (p.14) 

 

本授業では、新井仁(2012)(25)の立場で解釈し使用するものとした。 

続いて、本授業で改善を目指している点を示す。Polya,G(1957)が指摘しているように、児童･生徒は問題

解決において、問題の結果の予想をすることは容易であるが予想した結果を利用して問題を解決する方法は

困難である。また、相馬(2007)の問題解決型の授業の 5 段階では、「問題の結果の予想をすること」につい

ては授業の指導過程として有効であると述べられているが、「予想した結果を利用して問題を解決すること」

との関係については授業の指導過程として、位置づけはされていない。以上から、思考場面においても思考

指導場面においても、「予想した結果を利用して問題を解決すること」が不十分であることが分かる。それ

こそが、本授業で改善を目指している箇所である。 

平成 20 年度から平成 24 年度全国学力・学習状況調査問題の結果を考察すると，数学 B（主として「活

用」に関する問題）における記述式問題を生徒が解決することは困難であることがわかる。清水宏幸(2012)(27) 

は，全国学力・学習状況調査の数学 B（主として「活用」に関する問題）の問題に関する分類を次のように

3 つに分類している。 
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①予想した事柄を数学的な表現を用いて説明すること(事実･事柄の説明) 

②問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること(方法の説明) 

    ③事柄が成り立つ理由を説明すること(理由の説明)                      (p.38)  

 

   清水宏幸(2012)(27) は、上記の 3 分類の問題すべてにおいて、数学的な表現を用いて適切に記述するこ

とに課題がみられると指摘している。その中で、本稿では「①予想した事柄を数学的な表現を用いて説明

すること(事実･事柄の説明)」と「②問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること(方法の説明)」

に着目し、生徒にとって問題解決することは困難であるということを 2 点明らかにする。 

   1 つ目は、「①予想した事柄を数学的な表現を用いて説明すること(事実･事柄の説明)」についての課題

である。ここでは、平成 20 年度 B2(3)の問題を取り上げる(資料編の図Ⅹ)。図Ⅹの解答例は、「2 けたの

自然数とその数の十の位の数と一の位の数を入れかえた数の差は，9 の倍数になる．(下線は本文から)」

である。本問題は、正答率 49．2％，無解答率 36．1％であった。この結果を受けて、清水宏幸(2012)(27) 

は次のように述べている。 

 

  この結果から，問題を発展的に考え，予想した事柄を「～は，…になる．」という形で表現す 

ることに課題があることが明らかになった．文字式を用いて説明を行う際に，まずどのようなこ 

とが予想できるかを議論する場面を設定し，生徒共に前提と結論を確認し，それをノート等に 

      「～は，…になる．」と命題の形で記述することを求めたい．その上で，予想した事柄について説 

明する活動を設定することが大切である．                     (p.39) 

 

このことから、生徒にとって思考の過程で予想した事柄を数学的に表現することは困難であることが明

確になったと考えられる。 

2 つ目は、「②問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること(方法の説明)」についての課題であ

る。ここでは、平成 24 年度 B5(3)の問題を取り上げる(別冊資料編の図Ⅺ)．図Ⅺの解答例は、「二等辺三

角形の性質を用いて，AE の長さを CE の長さに置き換える．」である。本問題は、正答率 25.3％，無解

答率 41.2％であった。この結果を受けて、清水宏幸(2012)(27) は、次のように述べている。 

 

        この結果から，事象を数学的に解釈し問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある 

ことが明らかになった．                            (p.40) 

 

このことから、生徒にとって問題解決の際に解決の方法を数学的に表現することは困難であることが明

確になったと考えられる。 

以上のことから、生徒にとって，数学 B（主として「活用」に関する問題）における記述式問題を解決

することは困難であるということを明らかになった。即ち、数学 B（主として「活用」に関する問題）に

おける記述式問題は，数学の問題解決で扱う問題の一例であることから，生徒にとって問題解決すること

は困難であるということが明らかになったと考えられる。 

これらのことを受けて、本授業では生徒にとって問題解決することは困難であるということを改善する

ために、新たな問題解決型の授業の指導過程の枠組みを設定する。 

清水宏幸(2012)(27) は、次のように述べている。 
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予想をする際には，正しい予想だけでなく誤った予想も取り上げ，全体でそれらが 

正しいかどうかを説明していく活動を取り入れることが大切である．     (p.39) 

 

これは、問題の提示の後、単に予想をするだけでなく、正しい予想ではない予想を大切であるというこ

とである。従って、誤った予想を含め広い視点から問題をみて、与えられた問題から考えられる予想をす

べて思考することは有効であると考えられる。 

また、「事象を数学的に解釈し問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある」ことを踏まえ、

「問題解決の方法」を授業における指導過程に取り入れることは問題解決することに対して有効であるこ

とが考えられる。そのため、本授業では「問題解決の方法」を「解決の見通し」として、指導過程に設定

することとした。 

以上を整理すると、問題解決型の授業における本授業の指導過程は次のようになる。相馬(2007)の問題

解決型の授業の 5 段階の｢Ⅱ．予想｣をさらに発展させて、第 1 段階で「問題の提示」、第 2 段階で「予想

の種類の把握」、第 3 段階で「各自の予想」、第 4 段階で予想したことを解決するための「解決の見通し」、

第 5 段階で「課題の把握」という枠組みが問題解決型の授業の指導過程では重要であると考えられ、5 つ

の指導の段階を表 5 のように設定した。また、本授業で提案する 2 つの指導過程は、それぞれ表 5 の通

りである。 

表 5：問題解決型の授業の指導過程 5 段階 

相馬一彦(2007) 

問題解決の授業の指導過程 
指導段階 指導過程 指導内容 

Ⅰ，問題の提示 

(問題を理解する) 

第 1 段階  問題の提示 

Ⅱ,予想(予想する) 
第 2 段階 第 1 の指導過程 予想の種類の把握 

第 3 段階  各自の予想 

 第 4 段階 第 2 の指導過程 解決の見通し 

Ⅲ,課題(課題をつかむ) 第 5 段階  課題の把握 

 

これは、「予想の種類の把握」と「解決の見通し」が相馬(2007)の問題解決型の授業に新しくつけ加え

られていることを示している。また、授業における指導過程において「予想の種類の把握(第 3 段階)」か

ら「各自の予想(第 4 段階)」を経由して「解決の見通し(第 5 段階)」に流れる思考の順序が重要であるこ

とも示唆している。 

 

c. 生徒の実態 
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4．単元指導計画(13 時間扱い) (本時 9／13) 

時

数 

節 

項 
指導目標 学習内容 

観点別評価の規準 

関心・意欲・

態度 

数学的見方や

考え方 

数学的技能 知識・理解 

3 

１ 式の

加法，減

法 

 

･世界一周道路の課

題を考えることを

通して，式の計算の

有用性を感じ，文字

式に関するいろい

ろな用語の意味を

理解する。また，簡

単な多項式の加法，

減法の計算ができ

る。 

･数量の関係をとら

え，説明する際には，

式の計算を利用する

と便利であることを

知る。 

･文字の式に関連した

用語の意味 

･同類項の意味と同類

項をまとめること 

･式の加法，減法 

･同類項をまとめ

る計算，多項式の

加法，減法の計算

を手際よくしよ

うとしている。 

･同類項をまと

める計算，多項式

の加法，減法の計

算をしようとし

ている。 

･多項式の加法，

減法について，1

年で学習した計

算をもとに考え

その計算のしか

たを導くことが

できる。 

･多項式の加法，

減法について，1

年で学習した計

算をもとにして，

その計算のしか

たを考えること

ができる。 

･簡単な多項式

の加法，減法の計

算が手際よくで

きる。 

･簡単な多項式

の加法，減法の計

算ができる。 

･単項式，多項式

，同類項などの

用語の意味や多

項式の加法，減

法の計算のしか

たを，1年で学習

した計算と関連

付けて理解して

いる。 

･単項式，多項式

，同類項などの

用語の意味や多

項式の加法，減

法の計算のしか

たを理解してい

る。 

2 

２ いろ

いろな多

項式の計

算 

･多項式と数の乗

法，除法について

理解し，乗法，除

法の計算をした

り，式を簡単にし

てから代入して，

式の値を求めたり

することができ

る。 

･多項式と数の乗法，

除法 

･（数×多項式）の加

減 

･式を簡単にしてか

ら代入して，式の値

を求めること 

･多項式と数の乗

法，除法の計算を

手際よくしよう

としている。 

･多項式と数の乗

法，除法の計算を

しようとしてい

る。 

･多項式と数の計

算について，1年

で学習した計算

をもとに考え，そ

の計算のしかた

を導くことがで

きる。 

･多項式と数の計

算について，1 年

で学習した計算

をもとにして，そ

の計算のしかた

を考えることが

できる。 

･多項式と数の乗

法，除法の計算や

式を簡単にしてか

ら式の値を求める

ことが手際よくで

きる。 

･多項式と数の

乗法，除法の計算

や式を簡単にし

てから式の値を

求めることがで

きる。 

･多項式と数と

の乗法，除法の計

算のしかたを1年

で学習した計算

と関連付けて理

解している。 

･多項式と数と

の乗法，除法の計

算のしかたを理

解している。 
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2 

３ 単項

式の乗法

，除法 

･単項式どうしの

乗法，除法につい

て理解し，乗法，

除法の計算や乗除

の混じった計算が

できる。 

･長方形の面積を 2

通りの式で表し，比

較することを通し

て，単項式の積のき

まりを見いだす。 

･単項式どうしの乗

法，除法 

･乗除の混じった単

項式の計算 

･単項式どうしの

乗法，除法の計算

を手際よくしよう

としている。 

･単項式どうしの

乗法，除法の計算

をしようとしてい

る。 

･単項式どうしの

乗法，除法につい

て，1年で学習した

計算をもとに考え

，その計算のしか

たを導くことがで

きる。 

･単項式どうしの

乗法，除法につい

て，1 年で学習し

た計算をもとにし

て，その計算のし

かたを考えること

ができる。 

･単項式どうしの

乗法，除法の計算

や乗除の混じった

計算が手際よくで

きる。 

･単項式どうしの

乗法，除法の計算

や乗除の混じった

計算ができる。 

･単項式どうしの

乗法，除法の計算

のしかたを，1年で

学習した計算と関

連付けて理解して

いる。 

･単項式どうしの

乗法，除法の計算

のしかたを理解し

ている。 

4 

(本時 

2/4) 

１  文字

式の利用 

 

 

 

 

･文字式を利用し

て，数量の関係や

数の性質を説明し

たり，目的に応じ

て等式を変形した

りすることができ

る。 

･文字を用いた式で，

数量や数量の関係を

表したり，説明した

りすること 

･問題解決において予

想をたて，その予想

が成り立つ理由を説

明する。 

･目的に応じて簡単な

等式を変形すること 

･数量の関係や数

の性質を，文字式

を使って進んで明

らかにしようとし

ている。 

･数量の関係や数

の性質を，文字式

を使って明らかに

していこうとして

いる。 

･数量の関係や数

の性質を予想し，

文字式を使って考

え，その過程をふ

り返ることができ

る。 

･数量の関係や数

の性質を文字式を

使って考えること

ができる。 

･数量の関係を適

切に文字式に表し

たり，目的に応じ

て手際よく等式を

変形したりするこ

とができる。 

･数量の関係を文

字式に表したり，

目的に応じて等式

を変形したりする

ことができる。 

･数量の関係や数

の性質を文字式で

表し，説明するこ

との必要性や意味

，そのよさを理解

している。 

･数量の関係や数

の性質を文字式で

表し，説明するこ

との必要性や意味

を理解している。 

2 

基本のたしかめ     

章末問題     

千思万考「数字の順番を逆にする数」, 

数学展望台「誕生日を当てる」 

    

 

5．本時の目標 

【生徒の学習に対する目標】 

＜数学的な見方や考え方＞ 

・A：問題解決において今何が要求されていて➀、今の目的は何であるのか➁を明確に意識し、解決にあたる

ことができる。(…◎本時の最重要評価とする) 

【学習目標の達成を目指した指導者の指導の手立てに対する目標】 

・A’：以前に解いた問題の結果や方法から、「解の見通し」➀と見通した解を示すための「解決の見通し」➁

を考えさせることができる。 

以上のことを、具体的に表 9 のように整理した。 
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表 9：本時の目標についての問題ごとの生徒の反応項目の分類 

 
生徒の目標 ➞A：今何が要求されていて➀ 

指導者の目標➞A’：「解の見通し」➀ 

生徒の目標 ➞A：今の目的は何であるのか➁ 

指導者の目標➞A’： 見通した解を示すための

「解決の見通し」➁ 

[問題] 

【考え 1】2 つの数は、上の数の十の位と一の位

の数を入れ替えた数。 

【考え 2】2 数の和は 11 の倍数である。 

【考え 3】2 数の差は 9 の倍数である。 

【考え 4】斜めにある位の和どうしの積は 4 の

倍数 

【考え方Ⅰ】特殊化の考え方の利用 

問題の 4 組以外の作ることができるすべて

の数の組も、確認する。 

【考え方Ⅱ】一般化の考え方の利用 

文字を用いた式で、説明をする。 

【考え方Ⅲ】図などの利用 

  構造図などで説明する。 

 

6．本時の展開 

時配 学習活動と内容 
○指導・支援，評価☆ 

◎を本時の最重要評価とする． 

問題把握 

 10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[指示 1]「今日は、次のような問題を解決したいと思いま

す。」 

 

 

 

 

 

[指示 2]「問題を印刷した小プリントを配布します。ノー

トに貼ってください。」 

[指示 3]「全員で読み合わせます。問題を読んでくれる人

は、挙手してください。」(→挙手後、指名する。) 

[発問 1]「それでは予想される解の見通しを訊きます。ど

んな解が考えられますか。」(→挙手させて，生徒

相互の立場を明らかにする。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○掲示物[問題]を掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小プリントを配布する。 

 

 

○発問に対する生徒とのやり取りの

中で、[問題]に対する理解を支援す

る。 

 

☆A’：予想される解の見通し➀を考え

させることができたか。 

  ＜指導者に対する評価＞ 

 

 

 

 

 

 

＜予想される生徒の反応＞ 

【考え 1】2 つの数は、上の数の十の位と一の位の

数を入れ替えた数。 

【考え 2】2 数の和は 11 の倍数である。 

【考え 3】2 数の差は 9 の倍数である。 

【考え 4】斜めにある位の和どうしの積は 4 の倍数 

【考え 5】その他 (2 数の積や 2 数の除に対する予

想、具体的な事柄が予想できない、分から

ないを含む) 

［問題］次のような数の組を観て、気づくことは何だ

ろうか。 

    63    31    52    84 

    36    13    25    48 
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自力解決 

20 分 

 

 

 

 

 

 

[発問 2]「見通した解を示すための『解決の見通し』を立

てなさい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[指示 4]「さて，ここで今日の授業の課題をきめましょ

う。」 

[発問 3]「今日の授業の課題は、何でしょうか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[指示 5]「今日の授業の課題は，次のようにします。」 

 

 

 

 

[指示 6]「では，各自で問題に取り組みましょう。但し、

教科書等で調べてもよいが、次の指示が出るま

で相談はなしとします。先生が，回りますが先

生に対する質問は可とします。時間は、8 分を

予定しています。」 

＜学習活動の流れ＞ 

(Ⅰ)既習の解き方をもとに自力解決する。 

  ・教科書、ノート、ワークの利用 

☆A’：見通した解を示すために、解決す

るための見通し➁を考えさせることが

できたか。 ＜指導者に対する評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発問に対する生徒とのやり取りの

中で、[本時の課題]に対する理解を

支援する。 

 

○指導者の意図は、「命題の成立を確

かめる確実な手立て」をどのように

進めるかであり、「文字(式)」という

言葉を課題に盛り込みたいが、生徒

の中から上記の言葉が出てこない場

合は、無理に上記の言葉を登場させ

ず、生徒から出てきた言葉で課題を

設定する。 

 

  

○本時の授業では、[発問 3]を中心発

問と位置づける。 

○個人の考えを持つ時間を十分確保

する。 

 

○取り組みが芳しくない生徒に机間

指導（＝支援＋評価）をし、理解を助

ける。 

○１つの【考え方】で解決できた生徒

は、他の【考え方】でも解決できるよ

うに指示する。 

○机間指導の際に、【考え 2】、【考え

3】、【考え 4】の立場で説明する人を

＜予想される生徒の反応＞ 

【考えⅰ】「どんな場合でも言うためには、文字

を用いることは有効だろうか。」 

「文字を利用すると、上手く説明でき

るだろうか。」(文字の有用性) 

【考えⅱ】「2 数の和は 11 の倍数,2 数の差は 9

の倍数になるのだろうか。」 

   (命題の成立に対する真偽) 

【考えⅲ】「文字を利用して調べよう。」(文字の

意味) 

「文字を利用すると、上手く説明できるだろうか。」 

＜予想される生徒の反応＞ 

【考え方Ⅰ】特殊化の考え方の利用 

問題の 4 組以外の作ることができるすべて

の数の組も、確認する。 

【考え方Ⅱ】一般化の考え方の利用 

文字を用いた式で、説明をする。 

【考え方Ⅲ】図などの利用 

  構造図などで説明する。 
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             ↓ 

(Ⅱ)(8 分後)【考え方Ⅰ】～【考え方Ⅲ】の立場で説明す

る人を指名し、W ボードの準備をさせる。 

↓ 

(Ⅲ) W ボードの準備に 5 分程度かかる時間、他の生徒は

リトルティーチャーの支援を相互に入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指名することも予定しておく。 

 

○必要に応じて、全体に共通する指

示事項や確認事項を伝える。 

 

○本時の授業では、自力解決を学習

活動の中心と位置づける。 

 

○個別指導時に指導者と学習者が相

互に応答を繰り返すことにより、学習

をすすめる問答法を利用しながら、解

決の仕方を確認する。 

 

○自力解決時の状況により、同じ箇

所でのつまずきのある生徒が複数の

場合、尐人数指導を行い、理解を助

けることを予定しておく。 

 

☆[問題]における評価の水準とその

手立て 

 生徒の状態 
左記に対する指

導の手立て 

A 

一般化の考え

方の利用 

文字を用いた

式で、説明を

する。 

 

1 つの答案がで

きたら、他の【考

え 2】、【考え 3】、

【考え 4】につい

ての答案づくり

に 取り 組ま せ

る。 

B 

図などの利用 

構造図などで

説明する。 

作成した図に文

字式を入れて相

互の関係を考察

することを指導

する 

C 

｢解の見通し｣

及び｢解決の

見通し｣が予

想できない。 

(ⅰ) 【考え 2】、

【考え 3】、【考え

4】の内、1 つの

事柄を選択させ

る。 

(ⅱ) 選択した事

柄についての答

案づくりに取り

組ませる。(まず、

特殊化で、次に

一般化の考え方

で) 

(ⅲ)上記(ⅰ)(ⅱ)

の手順で、他の

事柄についての

答案づくりを指

＜予想される生徒の反応＞ 

【答案 1】2 数の和は 11 の倍数になること 

 2 桁の整数を 10a+bとする。 

 位を入れ替えた整数は、10 b + aとなる。 

 2数の和は、(10a+b)＋(10 b + a) 

      ＝11a+11b 

      ＝11(a+b) 

  よって、2 数の和は 11 の倍数 

 

【答案 2】2 数の差は 9 の倍数になること 

2 桁の整数を 10a+bとする。 

 位を入れ替えた整数は、10 b + aとなる。 

 2数の差は、(10a+b)－(10 b + a) 

      ＝9a－9b 

      ＝9(a－b) 

  よって、2 数の差は 9 の倍数 

 

【答案 3】斜めにある位の和どうしの積は 4 の倍

数であること 

斜めにある位の数の和は、2a，2bと表すこと

ができる。 

      2a×2b 

      ＝4ab 

  よって、斜めにある位の和どうしの積は 4 の

倍数である 
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導する。 

A…十分満足できる 

B…おおむね満足できる 

C…努力を要する 

比較検討 

  15 分 

 

＜学習活動の流れ＞ 

(Ⅰ) 「2 数の和は 11 の倍数になること(…➊)」、 

「2 数の差は 9 の倍数になること(…➋)」、 

「斜めにある位の和どうしの積は 4 の倍数であるこ

と(…❸)」 

という立場で，3 人の生徒を指名計画により指名し，

説明させる． 

↓ 

(Ⅱ) ❶→❷→❸の順で行うが，❶～❸それぞれで，予想

と確認させる． 

 

※ 必要に応じて，全体で問答法により進める． 

☆A：問題解決において今何が要求

されていて➀、今の目的は何である

のか➁を明確に意識し、解決にあた

ることができたか。(…◎) 

＜数学的な見方や考え方＞ 

 

○問答法を利用する際、意見が一部

の生徒に偏らないように、いろいろ

な生徒の意見を拾いながらすすめる

環境を整える。 

まとめ 

 5 分 

[指示 7]「最後に，今日のまとめをします。」 

 

 

 

 

 

○本授業では、思考の過程を振り返

り、授業冒頭の本時「課題」に照ら

す形で左記のようにまとめる。 

 

 

7．準備物 

 教科書，ホワイトボード，掲示物[問題]，小プリント([問題] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[まとめ] 

【内容】定数×文字で、倍数を示すことができる。 

【方法】文字を利用することで、一般的に(どんな場合

も)説明できる。 
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